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1.  平成23年6月期第1四半期の連結業績（平成22年7月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年6月期第1四半期 648 0.6 △48 ― △62 ― △30 ―
22年6月期第1四半期 643 △3.0 △95 ― △98 ― △62 ―

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

23年6月期第1四半期 △4.85 ―
22年6月期第1四半期 △9.88 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年6月期第1四半期 5,151 1,918 37.2 304.13
22年6月期 4,937 1,966 39.8 311.82

（参考） 自己資本   23年6月期第1四半期  1,918百万円 22年6月期  1,966百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年6月期 ― 0.00 ― 3.00 3.00
23年6月期 ―
23年6月期 

（予想）
0.00 ― 3.00 3.00

3.  平成23年6月期の連結業績予想（平成22年7月1日～平成23年6月30日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
(累計)

1,500 ― △30 ― △40 ― △50 ― ―

通期 3,700 ― 70 ― 30 ― 0 ― ―



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等について
は、四半期決算短信 （添付資料） ２ページ 「１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 （３） 連結実績予想に関する定性的情報」 をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】 Ｐ．３ 「その他の情報」 をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年6月期1Q 6,610,000株 22年6月期  6,610,000株
② 期末自己株式数 23年6月期1Q  302,950株 22年6月期  302,950株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年6月期1Q 6,307,050株 22年6月期1Q 6,307,422株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

  当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、世界的な金融不安は収まりましたものの、主要国の経済回復

は遅々として進まないなかで経済成長の道は不透明で、企業収益は回復したとは言えない状況であります。 

  その結果、雇用情勢も改善されず、個人消費も一部政府の助成に係る事業については改善がみられましたものの

全体としては低成長下にあり、厳しい経営環境が継続しております。 

  建設業界におきましても、公共工事の見直しは進まず、厳しい経営環境となっております。このような状況下、

当社グループは総力を挙げて受注活動を行うとともに、砕石製品等の販路拡張にまい進してまいりました。 

 その結果、当第１四半期連結会計期間の業績は、売上高は６億４千８百万円（前年同四半期比0.6％増）とな

り、営業損失４千８百万円（前年同四半期営業損失は９千５百万円）、経常損失６千２百万円（前年同四半期経常

損失は９千８百万円）となり、その結果、四半期純損失は３千万円（前年同四半期四半期純損失は６千２百万円）

となりました。 

  なお、当社グループの売上高は、通常の営業形態として完成工事高が下半期、特に第３四半期に偏ることから、

通期の業績予想に対し第２四半期までの売上高の割合が低くなるといった季節的変動があります。 

 セグメントごとの業績を示すと次のとおりであります。 

（建設事業部門） 

 当第１四半期連結会計期間の受注高は５億９千２百万円（前年同四半期比14.3％増）、完成工事高は１億４千

９百万円（前年同四半期比40.4％減）、営業利益は１百万円（前年同四半期は営業損失７百万円）となりまし

た。 

（砕石事業部門） 

 当第１四半期連結会計期間の売上高は２億７千６百万円（前年同四半期比4.8％減）、営業損失は１千万円

（前年同四半期は営業損失４千万円）となりました。 

（酒類事業部門） 

 当第１四半期連結会計期間の売上高は１億２千５百万円（前年同四半期比402.1％増）、営業利益は９百万円

（前年同四半期は営業損失５百万円）となりました。 

（その他の事業部門）  

 その他の事業部門の当第１四半期連結会計期間の売上高は９千６百万円（前年同四半期比25.3％増）、営業損

失は６百万円（前年同四半期は営業利益若干のマイナス）となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

  当第１四半期連結会計期間末の総資産は前連結会計年度末比２億１千３百万円増の51億５千１百万円となり、負

債合計は前連結会計年度末比２億６千２百万円増の32億３千３百万円となりました。これにより純資産合計は前連

結会計年度末比４千８百万円減の19億１千８百万円となり、自己資本比率は37.2％となりました。 

（キャッシュ・フローの状況）  

 営業活動によるキャッシュ・フローは、売上債権の減少や未成工事受入金等の増加により、未成工事支出金の

増加や仕入債務の減少等はありましたものの１億４百万円の収入（前年同四半期比１億７百万円の収入の増加）

となりました。  

 投資活動によるキャッシュ・フローは、連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による収入はありましたも

のの有形固定資産を取得したことにより、４百万円の支出（前年同四半期比１千７百万円の収入の増加）となり

ました。 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の調達及び返済により、１百万円の支出（前年同四半期比

８千７百万円の支出の増加）となりました。 

 以上の結果、当第１四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末より７千３百万

円増加し、９億３千６百万円（前年同四半期比４億５千２百万円の増加）となりました。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成22年６月期決算発表時（平成22年８月19日）に公表した業績予想について、第２四半期連結累計期間及び通

期ともに現時点での変更はありません。    

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

１. 簡便な会計処理  

   該当事項はありません。  

２. 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

   該当事項はありません。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

・会計処理基準に関する事項の変更  

    ① 資産除去債務に関する会計基準の適用 

       当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月 

       31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31 

       日）を適用しております。 

       これにより、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益への影響はありません。 

    ② 「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

       当第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月10日公 

       表分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平成20年３月10 

       日）を適用しております。 

       なお、これによる経常利益及び税金等調整前四半期純利益への影響はありません。 

    ③ 企業結合に関する会計基準等の適用 

      当第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26  

     日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「「研究開発費等に 

     係る会計基準」の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基準」 

    （企業会計基準第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年 

     12月26日公表分）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指 

     針第10号 平成20年12月26日）を適用しております。  

  

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金預金 1,242,751 1,169,073

受取手形・完成工事未収入金等 518,050 761,154

未成工事支出金等 760,801 532,359

その他 24,440 13,707

貸倒引当金 △4,365 △969

流動資産合計 2,541,678 2,475,326

固定資産   

有形固定資産   

建物・構築物（純額） 508,949 504,756

機械、運搬具及び工具器具備品（純額） 463,067 467,729

土地 723,704 723,704

リース資産（純額） 10,158 10,733

その他 85,141 69,358

有形固定資産計 1,791,021 1,776,281

無形固定資産   

のれん 136,490 －

採石権 73,742 76,655

その他 5,184 2,663

無形固定資産計 215,417 79,319

投資その他の資産   

投資有価証券 199,041 203,653

保険積立金 296,464 295,152

その他 208,408 208,419

貸倒引当金 △100,752 △100,752

投資その他の資産計 603,161 606,473

固定資産合計 2,609,600 2,462,074

資産合計 5,151,279 4,937,400



（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 334,685 379,576

短期借入金 1,477,744 1,436,944

リース債務 2,329 2,304

未払費用 31,684 57,904

未払法人税等 2,840 34,868

未成工事受入金 558,958 435,480

工事損失引当金 36,000 36,000

賞与引当金 19,167 4,780

その他 104,509 110,204

流動負債合計 2,567,919 2,498,061

固定負債   

長期借入金 472,150 251,586

リース債務 8,776 9,368

繰延税金負債 83 98

退職給付引当金 106,806 133,458

役員退職慰労引当金 67,875 67,339

その他 9,481 10,819

固定負債合計 665,172 472,668

負債合計 3,233,091 2,970,729

純資産の部   

株主資本   

資本金 942,950 942,950

資本剰余金 716,574 716,574

利益剰余金 322,142 372,097

自己株式 △35,351 △35,351

株主資本合計 1,946,316 1,996,270

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △37,551 △29,599

為替換算調整勘定 9,423 －

評価・換算差額等合計 △28,128 △29,599

純資産合計 1,918,187 1,966,670

負債純資産合計 5,151,279 4,937,400



（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高   

完成工事高 250,949 149,576

兼業事業売上高 393,030 498,557

売上高合計 643,979 648,134

売上原価   

完成工事原価 234,115 110,182

兼業事業売上原価 383,206 439,667

売上原価合計 617,321 549,850

売上総利益   

完成工事総利益 16,834 39,393

兼業事業総利益 9,823 58,890

売上総利益合計 26,658 98,284

販売費及び一般管理費 122,249 146,539

営業損失（△） △95,591 △48,255

営業外収益   

受取利息 154 854

受取配当金 1 1

固定資産賃貸料 1,989 1,473

持分法による投資利益 34 3,801

その他 4,539 10,707

営業外収益合計 6,720 16,837

営業外費用   

支払利息 9,121 8,891

為替差損 － 21,680

その他 222 668

営業外費用合計 9,343 31,240

経常損失（△） △98,214 △62,658

特別利益   

貸倒引当金戻入額 933 60

固定資産売却益 2,336 42

資金受贈益 50,000 －

退職給付制度改定益 － 33,641

その他 － 107

特別利益合計 53,269 33,851

特別損失   

固定資産除却損 5,846 0

固定資産売却損 9,261 －

投資有価証券評価損 1,221 －

その他 － 67

特別損失合計 16,329 67

税金等調整前四半期純損失（△） △61,273 △28,874

法人税、住民税及び事業税 1,057 1,713

法人税等合計 1,057 1,713

四半期純損失（△） △62,331 △30,587



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △61,273 △28,874

減価償却費 88,068 58,945

のれん償却額 － 7,183

貸倒引当金の増減額（△は減少） △573 1,131

賞与引当金の増減額（△は減少） 14,130 14,228

工事損失引当金の増減額（△は減少） 500 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） 3,617 △30,487

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △707 536

受取利息及び受取配当金 △156 △855

支払利息 9,121 8,891

為替差損益（△は益） 5 21,680

投資有価証券評価損益（△は益） 1,221 －

資金受贈益 △50,000 －

持分法による投資損益（△は益） △34 △3,801

固定資産売却損益（△は益） 6,925 △42

固定資産除却損 5,846 0

売上債権の増減額（△は増加） 88,931 251,851

未成工事支出金の増減額（△は増加） △29,107 △142,306

たな卸資産の増減額（△は増加） △13,335 △16,829

仕入債務の増減額（△は減少） △76,328 △55,563

未払消費税等の増減額（△は減少） △2,836 △23,834

未成工事受入金の増減額（△は減少） 14,815 123,478

その他の資産の増減額（△は増加） 12,557 △3,296

その他の負債の増減額（△は減少） △25,102 △37,436

小計 △13,716 144,599

利息及び配当金の受取額 603 1,303

利息の支払額 △9,339 △9,242

資金受贈による収入 50,000 －

法人税等の支払額 △30,335 △31,678

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,788 104,982

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △60,300 △60,300

定期預金の払戻による収入 60,000 60,000

有形固定資産の取得による支出 △23,300 △13,880

有形固定資産の売却による収入 2,400 80

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
収入

－ 13,011

貸付けによる支出 △280 △870

貸付金の回収による収入 439 314

保険積立金の積立による支出 △773 △1,311

その他 450 △1,338

投資活動によるキャッシュ・フロー △21,363 △4,294



（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成22年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 150,000 －

長期借入れによる収入 － 300,000

長期借入金の返済による支出 △44,826 △282,075

リース債務の返済による支出 △542 △566

自己株式の取得による支出 △36 －

配当金の支払額 △18,938 △19,021

財務活動によるキャッシュ・フロー 85,656 △1,663

現金及び現金同等物に係る換算差額 △5 △25,646

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 61,498 73,377

現金及び現金同等物の期首残高 422,707 862,917

現金及び現金同等物の四半期末残高 484,206 936,295



 該当事項はありません。  

  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕  

前第１四半期連結累計期間（自平成21年7月 1日 至平成21年9月30日） 

 （注）１．事業区分の方法及び各区分に属する主要な事業の内容 

① 事業区分の方法 

日本標準産業分類及び連結損益計算書の売上集計区分を勘案して区分しました。 

② 各区分に属する主要な事業の内容 

建設事業  ：土木・建築その他建設工事全般に関する事業 

砕石事業  ：砕石及び砕砂の製造、販売及び運搬等に関する事業 

酒類事業  ：酒類輸入販売事業 

その他の事業：甘木事業所の給油所による石油販売事業、福岡本店ビルの２階から９階までを住宅用と

して賃貸する不動産事業、水の浄化関連の環境事業及び警備事業 

２．会計方針の変更 

前第１四半期連結累計期間 

 （工事契約に関する会計基準） 

 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、当第１四半期連結

会計期間より「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準第18号 平成19年12月27日）を適用しております。 

 これにより、建設事業において、完成工事高が35,042千円増加し、営業損失が2,903千円減少しておりま

す。 

〔所在地別セグメント情報〕  

前第１四半期連結累計期間（自平成21年７月１日 至平成21年９月30日） 

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。 

〔海外売上高〕 

前第１四半期連結累計期間（自平成21年７月１日 至平成21年９月30日） 

海外売上高がないため該当事項はありません。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
建設事業 
（千円） 

砕石事業 
（千円） 

酒類事業 
（千円） 

その他の
事業 
（千円） 

計 
（千円） 

消去又は
全社 
（千円） 

連結 
（千円） 

売上高    

(1)外部顧客に対する売上

高 
 250,949  291,031  24,909  77,088  643,979  －  643,979

(2)セグメント間の内部売

上高又は振替高 
 2,933  9,145  72  5,121  17,272 (17,272)  －

計  253,882  300,176  24,982  82,209  661,251 (17,272)  643,979

営業利益(又は営業損

失) 
(7,310) (40,295) (5,404) (3,344) (56,354) (39,236) (95,591)



〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要  

  当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

  当社グループは、社内業績管理単位であるサービス別の事業本部を基礎とし、経済的特徴が類似している

事業セグメントを集約した「建設事業」、「砕石事業」、「酒類事業」を報告セグメントとしております。

 事業セグメントの内容は以下のとおりであります。  

建設事業  ：土木・建築その他建設工事全般に関する事業 

砕石事業  ：砕石及び砕砂の製造、販売及び運搬等に関する事業 

酒類事業  ：酒類製造販売事業 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

    当第１四半期連結累計期間（自平成22年7月 1日 至平成22年9月30日） 

                                           （単位 : 千円） 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、石油販売事業、不動産事業、

環境事業及び警備事業を含んでおります。 

２．セグメント利益の調整額 千円には、セグメント間取引消去 千円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用 千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理

費であります。 

３．セグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。  

（追加情報） 

 当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平

成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20

号 平成20年３月21日）を適用しております。   

  

 該当事項はありません。  

  

報告セグメント 
その他 
（注）１

合計 
調整額 
（注）２ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注）３ 

建設事業 
砕石事
業 

酒類事業 計 

売上高                 

外部顧客への売上高  149,576  276,939  125,063  551,579  96,555  648,134 －  648,134

セグメント間の内部売
上高又は振替高 

 250  18,212  107  18,570  3,788  22,358  △22,358 － 

計  149,826  295,151  125,171  570,149  100,343  670,492  △22,358  648,134

セグメント利益又は損失

（△） 
 1,610  △10,470  9,112  251  △6,625  △6,373  △41,881  △48,255

41,881 22,358

19,523

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記



  

  

（株式会社才田組受注高） 

（注）・受注高は、当該四半期までの累計額であります。 

   ・パーセント表示は、前同四半期比増減率であります。 

  

受注実績内訳  

（注）・パーセント表示は、構成比率であります。  

  

４．四半期建設事業受注の概況

  
 受 注 高 

 千円  ％ 

 平成23年６月期第１四半期累計期間   572,637   23.4

 平成22年６月期第１四半期累計期間   463,962   6.4

  

  平成23年６月期 

 第１四半期累計期間 

  平成22年６月期 

 第１四半期累計期間 
 比較増減  増減率 

   千円     ％    千円     ％    千円     ％ 

 建設事業 

 土 木  

 官公庁 541,616 94.6   395,980   85.3  145,636 36.8

 民 間 31,020 5.4   67,982   14.7  △36,962 △54.4

  計 572,637 100.0   463,962   100.0  108,675 23.4

 建 設  

 官公庁   －   －   －   －   －   －

 民 間   －   －   －   －   －   －

  計   －   －   －   －   －   －

 合 計  

 官公庁 541,616 94.6   395,980   85.3  145,636 36.8

 民 間 31,020 5.4   67,982   14.7  △36,962 △54.4

  計 572,637 100.0   463,962   100.0  108,675 23.4
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